
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び

第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
四

項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
四
項
」
に
、「
者
」
を「
と
き
。」に
改
め
、

同
項
第
七
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
第
十
四
条
第
十
四
項
（
同
条
第
十
五
項
（
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第

十
九
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
五
項
（
第
十
九
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の

五
第
十
四
項
（
同
条
第
十
五
項
（
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二

十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
五
項
（
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
及
び

第
六
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改

め
る
。

第
八
十
七
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
者
」
を

「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
四
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第

十
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
四
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま

で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
十
二
項
」
を
「
第
二
十
三

条
の
二
十
五
第
十
四
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を

「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
三
号
中
「
し
な
い
で
」
を
「
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、」に
、「
を
廃
止
し
た
」
を
「
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
た
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
二
十
三
条
の
八
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
二
十
三
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
財
務
諸
表
等
を
備
え
て
置
か
ず
、
財
務
諸
表
等
に
記
載
す

べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
者

第
二
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
五
第
三
項
中
「
薬
局
開
設
者
は
」
の
下
に
「
、
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
等
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
十
七
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
第
四
条
第
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
第
四
条
第
五
項
第
四
号
」
を
「
第
四
条
第
九
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中「
第
十
四
条
第
三
項（
同

条
第
十
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と

し
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

そ
の
薬
局
に
係
る
受
渡
委
託
（
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
受
渡
業
者
に
対
し
て
第
二
十

九
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
受
渡
店
舗
に
お
け
る
第
二
十
九
条
の
五
第
九
項
に
規
定
す
る
受
渡
し
を

委
託
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
受
渡
し
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要

な
構
造
設
備
及
び
体
制
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

第
四
条
第
三
項
第
四
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

そ
の
薬
局
に
係
る
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
特
定
調
剤
業
務
の
委
託
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定

調
剤
業
務
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

五

そ
の
薬
局
に
お
い
て
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
特
定
調
剤
業
務
の
委
託
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

特
定
調
剤
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
構
造
設
備
及
び
体
制
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
書
類

第
四
条
第
六
項
第
一
号
イ
中
「
第
十
四
条
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

項
と
し
、
同
条
第
五
項
第
三
号
イ
中
「
第
十
四
条
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

５

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
薬
局
に
係
る
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
特
定
調
剤
業
務
の
委
託
を
し
、

若
し
く
は
そ
の
薬
局
に
お
い
て
委
託
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
そ
の
薬
局
に
係
る
受
渡
委
託
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

そ
の
薬
局
の
名
称
及
び
所
在
地

三

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

７

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
薬
局
に
係
る
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
特
定
調
剤
業
務
の
委
託
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定

調
剤
業
務
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

二

そ
の
薬
局
に
お
い
て
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
特
定
調
剤
業
務
の
委
託
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

特
定
調
剤
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
構
造
設
備
及
び
体
制
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
書
類

三

そ
の
薬
局
に
お
い
て
医
薬
品
の
販
売
業
を
併
せ
行
う
場
合
で
あ
つ
て
当
該
薬
局
に
係
る
受
渡
委
託
を
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
九
条
の
五
第
九
項
に
規
定
す
る
受
渡
し
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
構
造
設
備
及
び

体
制
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

８

第
五
項
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
の
残
存
期
間
と
す
る
。

第
五
条
中
「
次
の
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
次
の
各
号
（
同
項

の
許
可
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
）」に
、「
前
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同

条
第
三
号
中
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三

号
中
「
事
項
の
概
要
」
を
「
要
件
に
該
当
す
る
旨
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
三
第
二
項
第
四
号
中
「
事
項
の
概
要
」
を
「
要
件
に
該
当
す
る
旨
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
四
第
一
項
中
「
第
六
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
、「
又
は
第
五
項
」

を
「
、
第
五
項
又
は
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
条
の
三
第
一

項
」
を
加
え
、
同
条
を
第
六
条
の
五
と
し
、
第
六
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
健
康
増
進
支
援
薬
局
）

第
六
条
の
四

薬
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
機
能
が
、
利
用
者
の
薬
剤
及
び
医
薬
品
の
使
用
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
、

当
該
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
当
該
利
用
者
に
お
け
る
健
康
の
保
持
増
進
に
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
薬
学
的
知

見
に
基
づ
く
指
導
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
そ
の
所

在
地
の
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
て
健
康
増
進
支
援
薬
局
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

構
造
設
備
が
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

利
用
者
に
お
け
る
主
体
的
な
健
康
の
保
持
増
進
の
支
援
に
関
係
す
る
機
関
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

機
関
と
連
携
す
る
体
制
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

利
用
者
の
薬
剤
及
び
医
薬
品
の
使
用
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
、
当
該
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
当
該
利
用

者
に
お
け
る
健
康
の
保
持
増
進
に
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
体
制
が
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

そ
の
薬
局
の
名
称
及
び
所
在
地

三

前
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
旨

四

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項




		2025-05-20T14:39:42+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



